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津波予測情報を活用した災害対応の構築に関する研究

Developing the disaster response plan using the damage estimation

system for Tsunami Disaster.
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　津波災害は低頻度災害であるため、自治体の防災担当者は十分な津波災害に対する知識、災害対応経験を有

していないことが多い。また、事前に行っている津波避難訓練では、津波情報の広報と高台への避難、対策本

部訓練でも市町村長への報告が訓練の中心となっているのが現状である。一方、和歌山県は気象業務法におけ

る津波予報業務許可を取得し、JAMSTECとの共同研究によって開発した津波即時予測システムを活用して、よ

り実効性のある津波避難対策を進めることとしている。防災科研では、内閣府の戦略的イノベーション創造プ

ログラム（SIP）レジリエントな防災・減災機能の強化 津波被害軽減のための基盤的研究において、S-netの観

測データを基に津波即時予測情報の研究を進めるとともに、配信する情報の利活用について千葉県内の沿岸市

町の防災担当者の参加を得て、ワークショップや図上訓練を実施している。本研究開発は、より実践的に津波

即時予測情報の利活用を目指し、市町の地域防災計画に基づいた津波対応タイムラインを作成し、図上訓練に

おいて本当にタイムラインの対応に津波即時予測情報が活用できるのか、活用するための問題点は何かなどに

ついて検証を行い、津波即時予測情報を活用した災害対応の構築を行った。
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